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本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
な
ら
び
に
保
護

者
の
皆
様
の
ご
出
席
の
も
と
、
平
成
三
十
年

度
、
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
「
商
船
学
科

卒
業
証
書
授
与
式
」
な
ら
び
に
専
攻
科
「
海

事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
修
了
証
書
授
与
式
」
を

と
り
行
い
、わ
が
国
の
産
業
を
担
っ
て
い
く
、

新
鮮
で
有
能
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
本
校
教
職
員
・
在

校
生
一
同
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い
喜

び
で
す
。

本
日
、
商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
航
海

コ
ー
ス
十
五
名
、
機
関
コ
ー
ス
二
十
三
名
の

皆
さ
ん
は
、
五
年
六
月
の
高
等
教
育
の
課
程

を
修
了
し
、
準
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
を
修
了
さ
れ
た
四
名
の
皆
さ
ん
は
、
本
科

を
卒
業
後
、
こ
の
二
年
間
で
さ
ら
に
高
度
な

専
門
知
識
を
修
得
さ
れ
、
大
学
改
革
支
援
・

学
位
授
与
機
構
の
審
査
に
も
合
格
し
、
学
士

の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
・
修

了
生
の
皆
さ
ん
の
今
日
に
至
る
ま
で
の
努
力

を
称
え
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
を
物
心
両

面
か
ら
支
え
て
来
ら
れ
た
保
護
者
・
ご
家
族

の
皆
様
に
も
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
本
当
の
意
味
で
、

こ
れ
か
ら
海
図
の
な
い
人
生
の
遠
洋
航
海

に
出
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
Ｕ
Ｗ
旗
の
ほ

か
に
、
大
切
な
こ
と
三
つ
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

大
切
こ
と
一
　「
命
」

命
を
大
切
に
し
て
、
し
っ
か
り
生
き
る

た
め
に
は
、
観
察
力
と
注
意
力
を
十
分
に
働

か
せ
て
正
し
い
情
報
収
集
と
的
確
な
判
断
が

必
要
で
す
。
情
報
過
多
や
誤
っ
た
情
報
に
惑

わ
さ
れ
て
烏
合
の
衆
に
な
ら
ず
、
偏
っ
た
情

報
に
軽
挙
妄
動
せ
ず
、
自
身
の
考
え
や
信
念

に
従
っ
て
、「
命
を
守
る
」
を
第
一
と
し
て

生
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
命
、
周
り

の
人
た
ち
の
命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
ま

で
受
身
の
強
さ
を
、
能
動
的
な
強
さ
と
し
て

身
に
つ
け
て
、
粘
り
強
く
生
き
続
け
る
こ
と

で
す
。

大
切
な
こ
と
二
　「
仕
事
」

一
旦
決
め
た
仕
事
は
、
簡
単
に
諦
め
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
仕
事
の
状
況
や
人
間
関
係

は
、
日
々
変
化
し
ま
す
の
で
、
二
～
三
年
の

短
期
間
の
判
断
だ
け
で
簡
単
に
諦
め
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
短
く
も
五
年
半
以
上
は
続

け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
五
年
半
は
皆
さ
ん
が

鳥
羽
の
地
に
居
ら
れ
た
時
間
で
す
。
そ
こ
ま

で
勤
め
れ
ば
、
将
来
の
人
生
で
使
え
る
宝
物

を
手
に
入
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

大
切
な
こ
と
三

「
直
接
、
顔
を
見
て
話
す
」

以
上
の
二
つ
の
大
切
な
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、「
顔
を
見
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
が
必
須
で
す
。
相
手
の
微
妙
な

表
情
と
か
態
度
を
見
逃
さ
ず
に
、
気
配
り
し

な
が
ら
直
接
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
人
と
人

と
の
付
き
合
い
の
基
本
で
す
。
そ
し
て
、
す

べ
て
の
成
功
の
「
入
口
」
で
す
。

以
上
、
大
切
な
こ
と
三
つ
を
紹
介
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
進
む
道
は
、
世
界

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
そ
れ

は
再
び
交
わ
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ

の
と
き
に
、
鳥
羽
商
船
高
専
の
卒
業
生
・
修

了
生
と
し
て
自
信
に
満
ち
た
出
会
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

友
達
を
大
切
に
し
、
自
分
の
命
、
周
り
の
人

の
命
を
大
切
に
し
て
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

仕
事
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

自
力
で
切
開
く
人
生
は
、
た
っ
た
今
、
始

ま
り
ま
し
た
。
恐
れ
ず
に
弛
ま
ず
に
、
希
望

と
い
う
輝
く
星
に
向
け
て
針
路
を
セ
ッ
ト
し

て
く
だ
さ
い
。
人
生
の
御
安
航
を
切
に
お
祈

り
し
て
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

「
ご
き
げ
ん
よ
う
！
」

平
成
三
十
年
九
月
二
十
四
日

平
成
三
十
年
度
商
船
学
科
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　
専
攻
科
（
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
）
修
了
式

校
長
　
林
　
祐
司
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商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
平
成
30
年
９
月
卒
業
生
は
15

名
で
す
。
こ
の
う
ち
就
職
が
12
名
、
進
学
が
３
名
と
な
り

ま
し
た
。
海
運
会
社
か
ら
の
求
人
自
体
は
、
昨
年
と
比
較

し
て
外
航
内
航
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
内
訳
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

就
職
は
全
員
が
海
上
就
職
で
、
日
本
海
洋
事
業
、
旭
タ

ン
カ
ー
、
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
フ
ェ
リ
ー
さ
ん

ふ
ら
わ
ぁ
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
田
渕
海
運
、
西
部
タ

ン
カ
ー
、
上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク
、
中
央
海
運
、
東
京
汽
船
、

昭
陽
汽
船
、
三
洋
海
事
に
各
１
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
進

学
は
推
薦
に
よ
る
大
学
編
入
学
で
、
東
京
海
洋
大
学
海
洋
工

学
部
に
１
名
、
神
戸
大
学
海
事
科
学
部
に
２
名
が
進
学
し
ま

し
た
。

ま
た
、
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
修
了
生
は
４
名
で
、
そ

の
う
ち
航
海
コ
ー
ス
出
身
者
２
名
は
、
西
部
タ
ン
カ
ー
、
商

船
三
井
フ
ェ
リ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。

本
科
、
専
攻
科
と
も
就
職
者
全
員
が
海
上
就
職
を
果
た

し
て
お
り
、
航
海
コ
ー
ス
の
海
上
就
職
率
は
近
年
ほ
ぼ

100
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
調
査
研
究
船

や
大
型
フ
ェ
リ
ー
を
希
望
す
る
学
生
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

在
校
生
の
み
な
さ
ん
も
先
輩
に
続
く
よ
う
、
よ
り
一
層
勉
学

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
初
志
貫
徹
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
30
年
９
月
の
機
関
コ
ー
ス
卒
業
者
は
22
名
で
し
た
。
そ
の
う

ち
、
海
上
就
職
が
12
名
、
陸
上
就
職
が
７
名
で
し
た
。
海
上
就
職
は
、

日
本
郵
船
１
名
、
川
崎
汽
船
１
名
、
商
船
三
井
オ
ー
シ
ャ
ン
エ
キ
ス
パ

ー
ト
１
名
、
商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
１
名
、
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
１

名
、
鹿
児
島
船
舶
１
名
、
コ
ス
モ
海
運
１
名
、
佐
渡
汽
船
シ
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
１
名
、
イ
イ
ノ
ガ
ス
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
１
名
、
伊
勢
湾
マ
リ

ン
サ
ー
ビ
ス
１
名
、
昭
陽
汽
船
１
名
、
ウ
ィ
ン
グ
マ
リ
タ
イ
ム
サ
ー
ビ

ス
１
名
で
す
。
ま
た
、
陸
上
就
職
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
１
名
、
ジ
ャ
パ

ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
１
名
、
旭
メ
ン
テ
ッ
ク
ス
１
名
、
帝
国
機
械

１
名
、
マ
キ
タ
１
名
、
家
業
ほ
か
２
名
で
し
た
。
東
京
海
洋
大
学
ほ
か

へ
の
進
学
予
定
者
は
２
名
で
す
。
海
上
就
職
者
の
う
ち
何
名
か
が
海
技

士
国
家
試
験
の
２
級
ま
た
は
１
級
筆
記
に
合
格
し
て
お
り
、
そ
の
合
格

者
ほ
ど
希
望
の
船
会
社
に
採
用
さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
し
た
。

商
船
学
科
は
外
航
船
員
を
養
成
す
る
た
め
の
船
舶
職
員
養
成
施
設

で
、
卒
業
す
る
と
３
級
海
技
士
筆
記
試
験
免
除
と
な
り
ま
す
（
卒
業
直

後
に
３
級
海
技
士
免
状
を
取
得
で
き
ま
す
）。
海
上
就
職
を
希
望
す
る

学
生
は
５
年
次
、
春
の
就
活
開
始
時
期
ま
で
に
２
級
以
上
の
海
技
士
筆

記
試
験
に
合
格
す
る
と
希
望
を
叶
え
る
上
で
大
変
有
利
と
な
り
ま
す
。

傾
向
と
し
て
、
低
学
年
次
の
英
数
国
・
・
・
等
の
、
基
礎
学
力
を
し
っ

か
り
身
に
付
け
た
人
ほ
ど
、
採
用
試
験
（
面
接
試
験
、
学
力
試
験
、
Ｓ

Ｐ
Ｉ
、
適
正
検
査
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
作
文
…
等
々
が
あ
り
ま
す
）
で
良

い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
課
外
活
動
な
ど
で
心
身
を
鍛

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
身
に
付
け
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
本

校
で
学
生
一
人
当
た
り
の
企
業
求
人
数
が
一
番
多
い
の
は
機
関
コ
ー
ス

で
す
が
、
実
力
が
な
け
れ
ば
希
望
す
る
進
路
に
は
進
め
ま
せ
ん
。
学
生

に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、
低
学
年
時
か
ら
十
分
将
来
に
備
え
、
学
力

の
み
な
ら
ず
社
会
人
に
要
求
さ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
人
物
に
な
る

こ
と
で
す
。

本
学
科
で
は
、
少
し
で
も
人
に
役
立
つ
も
の
づ
く
り
に

関
心
を
持
ち
、
日
常
を
支
え
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
機
械
・
電
気
電
子
・
計
測
制
御
・

情
報
に
関
連
す
る
分
野
を
学
び
ま
す
。必
要
さ
れ
る
分
野
は
、

機
械
系
・
電
気
電
子
・
電
機
・
電
力
、
自
動
車
、
交
通
機
械
、

通
信
・
ビ
ル
建
設
・
管
理
・
空
調
・
昇
降
機
、
食
品
・
薬
品
・

プ
ラ
ン
ト
制
御
な
ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。
以
上
の
分

野
に
加
え
、
今
年
度
は
、
航
空
宇
宙
を
支
え
る
部
品
産
業
分

野
か
ら
の
求
人
も
頂
く
こ
と
が
で
き
、
内
定
を
勝
ち
取
っ
た

学
生
も
出
ま
し
た
。

今
年
度
も
９
月
ま
で
に
約
６
割
の
学
生
が
進
路
の
目
途

が
立
ち
、
11
月
中
に
は
全
て
の
学
生
が
内
定
を
手
に
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
県
内
へ
残
る
学
生
の
割
合
は
数
年
前
に
比

べ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、昨
年
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
求
人
倍
率
が
実
質
30
倍
を
超
え
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
進
学
者
は
、
専
攻
科
へ
３
名
、
豊
橋
・
長
岡
技

術
科
学
大
学
へ
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
の
合
計
５
名
で
し
た
。

今
は
学
生
に
と
っ
て
圧
倒
的
に
有
利
な
状
況
で
の
就
職
活
動

で
す
が
、
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す
学
生
が
増
え
て
く
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

学
生
諸
君
、
今
は
君
た
ち
に
と
っ
て
圧
倒
的
に
有
利
な

就
職
環
境
で
す
。
し
か
し
、
採
用
試
験
で
は
基
礎
学
力
や
説

明
能
力
が
試
さ
れ
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
面
接
官
に
伝
え

ら
れ
な
い
場
合
は
希
望
が
叶
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学

校
で
の
経
験
を
面
接
で
熱
く
語
れ
る
よ
う
に
、
学
生
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

商
船
学
科 

航
海
コ
ー
ス
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
主
任

片
岡
　
高
志

商
船
学
科 

機
関
コ
ー
ス
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
主
任

伊
藤
　
友
仁

電
子
機
械
工
学
科
の
就
職
に
つ
い
て

電
子
機
械
工
学
科
長古

森
　
郁
尊
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平成30年３月及び平成30年９月卒業生進路先一覧（順不同）　平成30年９月30日現在

生産システム工学専攻
●就職先　（株）エヌエフ回路設計ブロック、（株）メンバーズ、パワーサプライテクノロジー（株）、森永乳業（株）
中京工場、（株）エヌ・ティ・ティ エムイー、テルモ（株）、ヤフー（株）

商船学科
●就職先　日本海洋事業（株）、旭タンカー（株）、
田渕海運（株）、上野トランステック（株）、三洋海事（株）、
西部タンカー（株）、中央海運（株）、（株）フェリーさんふ
らわぁ、トランスオーシャン（株）、東京汽船（株）、ファー
ストマリンサービス（株）、昭陽汽船（株）、コスモ海運

（株）、（株）帝国機械製作所、ジャパンマリンユナイテッド
（株）、（株）フェリーさんふらわあ、商船三井オーシャンエ
キスパート（株）、川崎汽船（株）、ダイキン工業（株）、

（株）旭メンテックス、佐渡汽船シップマネージメント
（株）、商船三井フェリー（株）、昭陽汽船（株）、イイノガ
ストランスポート（株）、伊勢湾マリン・サービス（株）、
出光興産（株）、（株）ウィングマリタイムサービス、（株）
マキタ、日本郵船（株）、鹿児島船舶（株）
●進学先　神戸大学海事科学部、東京海洋
大学海洋工学部

電子機械工学科
●就職先　三菱電機ビルテクノサービス（株）、中部電力

（株）、（株）ＮＴＴフィールドテクノ、ダイキン工業（株）、三
重金属工業（株）、パワーサプライテクノロジー（株）、森永乳
業（株）中京工場、コスモ石油（株）、東海旅客鉄道（株）（Ｊ
Ｒ東海）、三菱電機メカトロニクスエンジニアリング（株）、三
菱電機システムサービス（株）、廣瀬精工（株）、万里設備（株）、
東ソー（株）、綜合警備保障会社、田中貴金属グループ、住友
電設（株）、パーソルＲ＆Ｄ（株）、エムイーシーテクノ（株）、

（株）ザイマックスアルファ、ＡＮＡベースメンテナンステク
ニクス（株）、村田機械（株）、東京ガス（株）、松田工業（株）・
松田精工（株）、セントラル硝子（株）、シンフォニアエンジニ
アリング（株）、（株）丹羽鉄工所、三機工業（株）、小木曽工
業（株）、シンフォニアテクノロジー（株）
●進学先　専攻科、東京工業大学、長岡技術科学大学、豊橋
技術科学大学、岐阜大学

制御情報工学科
●就職先　（株）NTT ネオメイト、日本たばこ産業（株）東海工場、
花王（株）、三菱電機ビルテクノサービス（株）、日東電工（株）亀山事
業所、（株）ドリーム・アーツ、（株）ＮＴＴファシリティーズ関西、美
和ロック（株）、中部電力（株）、日本オーチス・エレベーター（株）、
ニプロファーマ（株）伊勢工場、ダイキンエアテクノ（株）、日立ＩＮ
Ｓソフトウェア（株）、出光興産（株）、（株）ＮＴＴフィールドテクノ、

（株）大気社、ソニーデジタルネットワークアプリケーションズ（株）、
旭化成（株）、（株）ＬＩＸＩＬ、（株）ニコン、（株）ＦＩＸＥＲ、富士
ゼロックス三重（株）、（株）協和エクシオ、（株）エヌ・ティ・ティ エ
ムイー、キクカワエンタープライズ（株）、ダイキン工業（株）、キャノ
ンシステムアンドサポート（株）、三重金属工業（株）、（株）中央エン
ジニアリング、オムロンフィールドエンジニアリング（株）、パナソニッ
ク（株）（エコソリューションズ社　津工場）、富士電機（株）、（株）メ
ンバーズ、（株）ＮＴＴファシリティーズ東海、フジテック（株）
●進学先　専攻科、豊橋技術科学大学

海事システム学専攻
●就職先　商船三井フェリー（株）、西部タンカー（株）、
商船三井フェリー（株）、（株）新来島ドック

平
成
30
年
度
の
制
御
情
報
工
学
科
５
年
生
は
36
名
で
、
そ

の
う
ち
進
学
が
11
名
、
就
職
が
25
名
で
す
。
進
学
の
内
訳
は

豊
橋
技
術
科
学
大
学
２
名
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
２
名
、
電

気
通
信
大
学
１
名
、
本
校
専
攻
科
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

６
名
で
す
。就
職
は
25
名
全
員
の
内
定
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

就
職
に
つ
い
て
は
、
相
変
わ
ら
ず
好
調
を
維
持
し
て
お

り
、
製
造
業
、
イ
ン
フ
ラ
、
情
報
通
信
等
の
幅
広
い
分
野
に

決
定
し
て
い
ま
す
。
職
種
に
つ
い
て
も
開
発
・
設
計
、
生
産

技
術
、
保
守
点
検
、
サ
ー
ビ
ス
等
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
の

職
種
に
就
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
は
売

り
手
市
場
で
す
が
、
全
員
が
第
一
希
望
の
企
業
に
合
格
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
社
目
、
３
社
目
と
受
験
す
る
学

生
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
学
生
は
や
は
り
準
備
不
足
が
一

番
の
原
因
で
す
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
や
適
性
は
何
か
、

ど
の
よ
う
な
業
種
・
分
野
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
の
か
早
い

う
ち
か
ら
考
え
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
社
会
人

と
し
て
の
常
識
は
必
須
で
す
。
特
に
報
告
・
連
絡
・
相
談
は

大
切
で
、
す
ん
な
り
と
内
定
を
い
た
だ
け
る
学
生
は
、
き
ち

と
ん
と
報
告
し
て
く
れ
ま
す
。な
か
な
か
連
絡
が
つ
か
な
い
、

相
談
や
報
告
に
来
な
い
学
生
は
第
一
希
望
で
決
ま
ら
な
い
場

合
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

在
校
生
の
み
な
さ
ん
は
、
学
校
の
勉
強
を
頑
張
る
と
と

も
に
将
来
に
つ
い
て
も
考
え
る
時
間
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
保
護
者
や
先
生
・
先
輩
と
話
す
機
会
を
持
つ
の
も
良
い

と
思
い
ま
す

今
年
の
専
攻
科
の
進
路
で
す
が
、
売
り
手
市
場
で
あ
る

こ
と
が
後
押
し
し
て
か
、
採
用
試
験
の
自
由
応
募
や
大
学
院

の
学
力
試
験
に
挑
戦
す
る
学
生
が
多
く
い
ま
し
た
。
３
名
の

学
生
が
就
職
で
自
由
応
募
に
、
２
名
の
学
生
が
進
学
で
学
力

試
験
に
臨
み
、全
体
の
半
数
が
挑
戦
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
合
格
率
は
半
分
を
切
っ
て
い
ま
す
が
、
専
攻
科

か
ら
は
採
用
実
績
の
無
か
っ
た
企
業
に
合
格
し
た
学
生
も
い

ま
す
。
結
果
を
恐
れ
て
い
て
は
、
本
当
に
入
り
た
い
と
こ
ろ

に
合
格
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
不
合
格
の
場
合
で
も
推

薦
応
募
に
切
り
換
え
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。
推
薦
応
募
に
つ

い
て
は
今
年
度
も
好
調
で
、
一
名
を
除
い
て
一
回
目
で
第
一

希
望
の
企
業
か
ら
内
々
定
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
大
学
院
進
学
者
が
３
名

（
予
定
者
も
含
む
）
い
る
こ
と
で
す
。
最
近
は
、
進
学
者
０

名
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
高
度
で
専
門
的
な

職
を
目
指
し
て
進
学
も
選
択
し
て
く
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま

す
。最

後
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
が
、
専
攻
科
か
ら
は

４
社
へ
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
専
攻
科
は
２
週
間
以
上
の

期
間
を
基
本
と
し
て
お
り
、
よ
り
本
格
的
に
就
業
体
験
が
で

き
ま
す
。
今
年
度
も
結
果
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
が

就
職
先
と
な
っ
た
学
生
も
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
是
非

活
か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

制
御
情
報
工
学
科
の
進
路
に
つ
い
て

制
御
情
報
工
学
科
長出

江
　
幸
重

専
攻
科
の
就
職
状
況専

攻
科
長

宮
㟢
　
　
孝

平成30年３月及び平成30年９月専攻科修了生進路先一覧（順不同）　平成30年９月30日現在



皇
太
子
殿
下
行
啓
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世
界
大
会
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私
は
ロ
ボ
コ
ン
部
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
皇
太
子
殿

下
の
前
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
縦
す
る
と
い
う
重
大
な
役
割
を

任
さ
れ
、
初
め
て
聞
い
た
時
、
驚
い
て
思
わ
ず
聞
き
返
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
動
か
す
ロ
ボ
ッ
ト
は
昨
年
度
の
全
国

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
相
手

の
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
た
風
船
を
や
す
り
の
つ
い
た
刀
で
割

る
競
技
で
し
た
。
皇
太
子
殿
下
が
来
校
さ
れ
る
ま
で
何
度

も
練
習
し
、
当
日
、
警
備
が
強
化
さ
れ
、
報
道
関
係
者
が

増
え
る
に
従
い
、
大
勢
の
関
係
者
が
来
ら
れ
て
大
勢
の
人

に
よ
っ
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
支
え
て
い
る
こ
と
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
大
会
の
時
よ
り
緊
張
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
皇
太
子
殿
下
の
前
で
ロ
ボ
コ
ン
の
説
明
と
ロ
ボ
ッ

ト
操
縦
を
行
い
、
無
事
に
全
て
の
風
船
を
割
る
こ
と
が
出

来
る
と
、
皇
太
子
殿
下
か
ら
拍
手
を
頂
い
て
一
安
心
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
皇
太
子
殿
下
が
お
帰
り
に
な
る
際
、
私

の
前
で
立
ち
止
ま
ら
れ
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦
は
難
し
い
で

す
か
？
」
や
「
何
が
一
番
苦
労
し
ま
し
た
か
？
」
な
ど

の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
突
然
の
問
い
掛
け
だ
っ
た
の

で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
答
え
る
こ
と
が

出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
最
後
に
「
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
励
み
に
お
言
葉
を
頂

き
、
こ
れ
か
ら
も
ロ
ボ

コ
ン
を
頑
張
ろ
う
と
思

い
、
と
て
も
貴
重
な
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

皇
太
子
殿
下
の
前
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
操
縦

電
子
機
械
工
学
科
４
年

山
本
　
　
汰

私
は
、
２
０
１
８
年
７
月
に
ア
メ
リ
カ
、

シ
ア
ト
ル
のM

icrosoft

本
社
で
開
催
さ
れ

たIm
agine Cup2018

世
界
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、M

icrosoft

が
主
催

す
る
国
際
競
争
力
の
あ
る
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
を

目
的
と
す
る
世
界
最
大
の
学
生
向
け
の
Ｉ
Ｔ

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
２
０
１
８
年
の
４
月
に

東
京
で
日
本
予
選
が
行
わ
れ
、
上
位
３
チ
ー

ム
が
世
界
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

世
界
大
会
は
、
決
勝
戦
ま
で
に
２
回
予
選

が
あ
り
、
１
次
予
選
は
48
チ
ー
ム
か
ら
18
チ

ー
ム
ま
で
絞
ら
れ
、
２
次
予
選
は
18
チ
ー
ム

か
ら
３
チ
ー
ム
ま
で
絞
ら
れ
決
勝
戦
と
い
っ

た
流
れ
で
し
た
。

８
月
１
日
に
皇
太
子
殿
下
が
本
校
に
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
室
に
て
、

商
船
学
科
の
紹
介
・
説
明
を
、
パ
ネ
ル
と
ス
ラ

イ
ド
で
８
～
９
分
間
、
質
疑
応
答
を
１
～
２
分

間
、
計
10
分
間
行
い
ま
し
た
。
皇
太
子
殿
下
の

他
に
も
、
宮
内
庁
の
方
々
、
県
知
事
、
報
道
陣

の
方
々
な
ど
60
名
以
上
が
見
守
る
中
、
無
事
10

分
間
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
殿
下
は
、

本
内
容
や
、
練
習
船
鳥
羽
丸
、
帆
船
日
本
丸
で

の
実
習
、
入
学
以
来
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

事
等
の
質
問
を
、
10
個
程
お
聞
き
く
だ
さ
り
、

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
励
ま
し
の
御
言
葉
を
賜
り

ま
し
た
。

今
回
、
皇
太
子
殿
下
行
啓
が
決
定
し
、
商
船

学
科
の
紹
介
・
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と

な
り
、
当
初
は
不
安
と
緊
張
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

で
し
た
が
、
本
番
で
は
そ
れ
す
ら
も
楽
し
む
こ

と
が
出
来
、
私
に
と
っ
て
、
非
常
に
貴
重
で
充

実
し
た
10
分
間
で
し
た
。
今
後
二
度
と
な
い
よ

う
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
信
が
付
き

ま
し
た
し
、
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

活
か
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
た
だ
い
た
お
言
葉

を
胸
に
、
将
来
に
向

け
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

皇
太
子
殿
下
行
啓
に
つ
い
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
５
年

髙
田
　
尚
志

Im
agine C

up2018 

世
界
大
会
に
参
加

制
御
情
報
工
学
科
５
年

世
古
口
　
英
大

私
た
ち
は
、
地
元
漁
師
さ
ん
と
連
携

し
、”EFFECT”

と
い
う
、
機
械
学
習
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
と
い
っ
た
技
術
を
用
い
て
魚
の
養
殖
を
自

動
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
発
表
し
ま
し

た
。EFFECT

は
、
漁
師
さ
ん
の
知
恵
を
反

映
さ
せ
て
開
発
し
た
Ａ
Ｉ
に
基
づ
い
て
、
魚

の
成
長
と
風
味
を
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
海
外
の
審
査
員

の
方
に
、
日
本
の
養
殖
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
、
風
味
の
調
整
や
出
荷
日
程
の
調
整
機
能

な
ど
の
日
本
の
養
殖
業
の
重
要
性
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
初
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
敗
者
復
活
戦
も
あ
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
予
選
通
過
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
世
界
大
会
で
は
、
や
は

り
言
葉
の
壁
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
思

っ
て
い
る
こ
と
を
英
語
で
伝
え
る
の
が
難
し

い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会

で
、
国
内
外
で

の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ

た
り
、
海
外
の

学
生
と
も
意
見

交
換
す
る
こ
と

が
で
き
、
良
い

経
験
に
な
り
ま

し
た
。



学
生
の
活
躍

6

全
国
高
専
大
会
の
柔
道
競
技
が
、
８
月
25
日

か
ら
２
日
間
、
大
分
県
立
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
鳥
羽
商
船
高
専
柔
道
部
は
、
予
選

を
通
過
し
た
女
子
部
員
３
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

初
日
は
翌
日
の
試
合
に
備
え
て
、
技
の
確
認

や
調
整
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ー

チ
と
共
に
男
子
団
体
試
合
を
観
戦
し
、
ど
の
よ

う
に
戦
え
ば
有
利
に
立
ち
回
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
や
、
不
利
な
状
況
か
ら
の
逆
転
方
法
な
ど

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
試
合
の
イ

メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
女
子

個
人
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
鳥
羽

商
船
高
専
柔
道
部

の
３
人
は
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
発

揮
し
て
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
私
は
残
念
な
が
ら
１
回
戦
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
１
人
は
軽
量
級
準
優
勝
と
い
う
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

高
専
大
会
へ
の
参
加
は
、
私
に
努
力
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
他
高
専
の

柔
道
部
員
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
も
出
来
、
私

に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
来
年
度
の
一
勝
に
向
け
て
努
力
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
２
０
１
８
年
３
月
に
平
成
29
年
度
起
業
家
甲

子
園
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
起
業
家
を

目
指
す
大
学
、
高
専
、
高
校
生
が
全
国
か
ら
集
ま
り
そ

れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
発
表
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
国

立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
主

催
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
地
元
漁
師
さ
ん
と
連
携
し
、「
養
殖
マ
イ
ス

タ
ー
」
と
名
付
け
た
、
機
械
学
習
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
使
っ
て
海

面
養
殖
魚
の
給
餌
・
管
理
を
自
動
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
１
番
の
目
玉
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
の
１

週
間
研
修
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
す
。
現
地
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
起
業
家
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
の
メ
ン
タ
リ
ン
グ
が

あ
り
、
自
分
達
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
う
見
え
る
の
か
、

何
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
参
加
し
て
き
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
と
は
違

い
、”

売
れ
る
の
か”

と
い
う
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
た
た
め
慣
れ
な

い
こ
と
も
多
く
大
変
で
し
た
が
、
私

が
社
会
人
に
な
る
上
で
大
切
な
こ
と

を
学
ん
だ
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

私
た
ち
少
林
寺
拳
法
部
は
８
月
３
日
～
５

日
に
愛
知
県
西
尾
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高

校
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
組
演
武
１
組
（
２
人
）、
単

独
演
武
１
人
、
団
体
演
武
１
組
（
６
人
）
が

出
場
し
、
私
は
組
演
武
と
団
体
演
武
に
出
場

し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
全
国
の
代
表
選
手
達
が
そ
れ

ぞ
れ
演
武
を
披
露
し
得
点
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
応
援
も
気
合
も
技
の
キ
レ
も
今
ま
で
に

見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
も
の
で
私
は
雰
囲

気
に
呑
ま
れ
ま
し
た
。
単
独
演
武
は
準
決
勝

に
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
私
の
出
場
し
た
団

体
演
武
、
組
演
武
の
結
果
は
予
選
敗
退
で
し

た
。
他
の
都
道
府
県
代
表
選
手
に
よ
る
レ
ベ

ル
の
高
い
演
武
は
私
達
を
触
発
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。
今
回
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
な
が

ら
、
今
ま
で
以
上
に
自
分
を
奮
い
立
た
せ
、

こ
れ
か
ら
の
鍛
錬
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
大
会
に
出
場

で
き
た
の
も
先
生
方
、

親
、
仲
間
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。
支
え
て

く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

第
53
回
全
国
高
等
専
門
学
校

体
育
大
会
柔
道
競
技
に
つ
い
て

電
子
機
械
工
学
科
３
年

宮
田
　
ゆ
う

平
成
30
年
度
全
国
高
校
総
体

少
林
寺
拳
法
競
技
大
会
に
つ
い
て

電
子
機
械
工
学
科
２
年

伊
舎
堂
　
永

平
成
29
年
度
起
業
家
甲
子
園

全
国
大
会
に
参
加

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
１
年

服
部
　
魁
人

今
回
私
は
全
国
高
専
大
会
で
、
３
位
と

い
う
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
か

っ
た
で
す
が
優
勝
で
き
ず
悔
し
い
気
持
ち
も

あ
り
ま
し
た
。

私
は
去
年
、
全
国
高
専
大
会
に
出
る
こ

と
が
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
今
年
の
全
国
高
専
の
出
場
を
目
標

に
頑
張
り
、
今
年
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
大
会

で
は
、
自
己

ベ
ス
ト
で
あ

る
２
０
１
㎝

を
目
標
に
し

て
い
ま
し
た

が
、
結
果
は

１
９
５
㎝
で

し
た
。
自
己

ベ
ス
ト
を
出

せ
れ
ば
優
勝

で
き
た
大
会
だ
っ
た
の
で
す
ご
く
悔
し
か
っ

た
し
、
大
事
な
と
こ
ろ
で
ベ
ス
ト
を
出
せ
な

い
自
分
の
弱
さ
も
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

３
位
と
い
う
結
果
に
も
、
１
９
５
㎝
と
い

う
記
録
に
も
満
足
で
き
な
か
っ
た
の
で
来
年

は
そ
の
記
録
を
超
え
優
勝
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
53
回
全
国
高
等
専
門
学
校

体
育
大
会
陸
上
競
技
に
つ
い
て

電
子
機
械
工
学
科
２
年

畠
田
　
寛
大
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今
年
の
ロ
ボ
コ
ン
の
競
技
テ
ー
マ
は

「Bottle-Flip Cafe
」
と
い
う
、
手
動
ロ
ボ

ッ
ト
と
自
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
二
台
の
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
っ
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
フ
ィ
ー
ル
ド
上

の
テ
ー
ブ
ル
に
立
た
せ
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。私
は
ロ
ボ
コ
ン
歴
二
年
と
い
う
立
場
で
、

今
年
の
ロ
ボ
コ
ン
に
手
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦

者
と
し
て
出
場
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
表
舞

台
に
立
っ
て
ロ
ボ
コ
ン
に
参
加
し
た
の
は
今

回
初
め
て
の
経
験
で
、
責
任
を
背
負
っ
て
試

合
に
出
場
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
想
像
以
上

に
緊
張
し
ま
し
た
。
結
果
、
今
年
の
ロ
ボ
コ

ン
で
は
予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
、
し
か
も
賞

を
一
つ
も
受
賞
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
と
て

も
悔
し
い
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
他
校

の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
非
常
に

多
く
、
次
年
度
こ
そ
は

チ
ー
ム
の
目
的
を
達
成

で
き
る
様
に
と
い
う
決

意
を
す
る
燃
料
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
の
ロ
ボ
コ
ン
を
通
じ
て
、
私
達
の
チ

ー
ム
は
教
員
の
方
々
や
様
々
な
企
業
様
の
支

援
に
よ
っ
て
ロ
ボ
コ
ン
に
出
場
で
き
た
と
い

う
事
を
自
覚
し
、
様
々
な
支
援
に
感
謝
し
つ

つ
、
次
年
度
は
チ
ー
ム
で
協
力
し
あ
い
、
何

か
の
賞
を
い
た
だ
け
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。

私
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を

通
じ
て
、
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
憧
れ
が
と
て

も
強
く
な
り
ま
し
た
。
作
業
に
行
き
詰
ま
っ

た
時
、
質
問
し
た
ら
す
ぐ
に
解
決
し
て
し
ま

っ
た
り
、
シ
ス
テ
ム
の
内
容
を
理
解
し
、
そ

れ
を
相
手
に
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

先
輩
。
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
、
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
説
明
す
る
場
で
、
困
惑
す
る
私
を
他
所

に
、
堂
々
と
説
明
す
る
後
輩
。
作
業
の
工
程

か
ら
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
ま
で
、
メ
ン
バ
ー
に

沢
山
背
中
を
押
さ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、
壇
上
に
上
が
っ
た
時
の
喜
び
は
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い
と
絶
対
に
味
わ
え
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
壇
上
で
見
た
先
輩
の
背

中
は
、
と
て
も
か
っ
こ
良
く
て
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
知
識
不
足
の
私
を
、
た
く

さ
ん
助
け
て
く
れ
た
先
輩
、
支
え
て
く
れ
た

後
輩
、
そ
し
て
、
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
教
員
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

８
月
24
日
か
ら
26
日
に
愛
知
県
碧
南
市
の
勤
労
青

少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
ソ

ー
ラ
ー
＆
人
力
ボ
ー
ト
全
日
本
選
手
権
の
人
力
ボ
ー

ト
部
門
に
私
と
４
年
生
３
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
人
力
ま
た
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
を
用

い
て
推
進
す
る
手
作
り
ボ
ー
ト
の
レ
ー
ス
で
、
毎
年

夏
に
１
回
日
本
ソ
ー
ラ
ー
＆
人
力
ボ
ー
ト
協
会
の
主

催
で
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
の
種
目
は
、

短
距
離
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ス
・
１
時
間
耐
久
レ
ー
ス
等

が
あ
り
、
ボ
ー
ト
の
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
ボ
ー

ト
自
体
の
耐
久
性
・
操
縦
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
本
校
で
は
、
２
０
０
７
年
か

ら
商
船
学
科
の
鎌
田
先
生
と
そ
の
卒
業
研
究
学
生
達

を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
で
12
年
連
続
の
出
場
と
な
り

駆
動
系
や
舵
な
ど
を
改
良
し
た
「
カ
マ
テ
ッ
ク
18
号
」

で
挑
戦
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
当
日
は
台
風
後
で
風
が
強
い
も
の
の
、
暑

い
晴
天
と
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
全
レ
ー
ス
無
事

完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ
ー
ス
の
結
果
は

「
学
生
の
部
総
合
優
勝
」
と
素
晴
ら
し
い
結
果
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
本
校
の
過
去
の

最
高
速
度
記
録
を
更
新
で
き
な

か
っ
た
の
が
、心
残
り
で
し
た
。

今
後
も
、
高
専
生
ら
し
い

ア
イ
デ
ア
と
創
造
力
で
新
た
な

記
録
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
期
待

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
は
現
在
、
男
子
31
名
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
４
名
の
合
計
35
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
練
習
は
週
に
６
回
、
平
日
は
16
時

か
ら
18
時
頃
ま
で
、
グ
ラ
ン
ド
で
行
っ
て
い

ま
す
。
部
活
の
雰
囲
気
は
明
る
く
元
気
で
み

ん
な
仲
が
良
く
、
か
き
氷
大
会
や
新
入
生
歓

迎
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

高
専
に
入

学
し
て
か
ら
サ

ッ
カ
ー
を
始
め

た
部
員
も
多
い

で
す
が
、
全
国

高
専
大
会
出
場

を
目
指
し
日
々

頑
張
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
高

校
の
大
会
で
あ

る
選
手
権
や
高

校
総
体
の
予
選

に
も
参
加
し
て
チ
ー
ム
強
化
に
努
め
て
い
ま

す
。
先
日
あ
っ
た
選
手
権
で
は
チ
ー
ム
の
力

が
発
揮
さ
れ
一
回
戦
を
突
破
し
ま
し
た
。
二

回
戦
で
強
豪
に
敗
れ
て
し
ま
い
、
こ
れ
で
、

３
年
生
は
高
校
の
大
会
は
引
退
と
な
り
ま
し

た
。
結
果
は
残
念
で
し
た
が
、
こ
の
選
手
権

で
味
わ
っ
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
来
年
の
高

専
大
会
へ
向
け
て
こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て
い

き
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て

制
御
情
報
工
学
科
２
年

大
田
　
真
裕

ソ
ー
ラ
ー
＆
人
力
ボ
ー
ト
全
日
本

選
手
権
大
会
２
０
１
８
に
参
加
し
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
５
年

岡
本
　
直
樹

サ
ッ
カ
ー
部　

部
活
紹
介

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
３
年

下
野
　
稜
馬

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て

電
子
機
械
工
学
科
２
年

守
屋
　
和
輝
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平
成
31
年
４
月
に
現
行
の
電
子
機
械
工
学
科
・
制
御
情

報
工
学
科
を
統
合
し
「
情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

新
学
科
を
立
ち
上
げ
る
目
的
や
育
成
す
る
人
材
像
を
簡

単
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
す
。

❶
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
シ
ス
テ
ム

提
案
・
開
発
が
可
能
な
技
術
者
を
養
成
す
る
。

❷
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
じ
て
論
理
的
思
考
能

力
を
育
成
し
、
情
報
工
学
、
機
械
工
学
、
電

気
電
子
工
学
の
基
礎
を
修
得
す
る
。

❸
三
重
県
や
伊
勢
志
摩
地
域
の
産
業
支
援
、
地

域
連
携
を
重
視
し
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project 

Based Learning

）
を
通
じ
た
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
に
よ
り
地
元
の
産
業
振
興
に
貢
献
で
き

る
人
材
育
成
を
進
め
る
。

❹
卒
業
後
は
地
元
に
関
連
す
る
産
業
を
支
え
る

人
材
と
な
る
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
学
生

自
ら
の
個
性
・
特
性
に
合
わ
せ
た
専
門
性
ユ
ニ
ッ
ト
・
志
向

性
ユ
ニ
ッ
ト
の
選
択
に
あ
り
ま
す
。
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入
学
後
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
工
学
基
礎
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
学
び
、
高
専
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
、
将
来
像
を
理

解
し
て
も
ら
い
ま
す
。
２
・
３
年
生
で
は
、
新
学
科
の
基
盤
と

な
る
情
報
工
学
、
機
械
工
学
、
電
気
電
子
工
学
の
基
礎
を
学
び
、

分
野
横
断
的
な
知
識
を
備
え
た
技
術
者
と
な
る
基
盤
を
培
い
ま

す
。
４
・
５
年
生
で
は
、先
ほ
ど
も
説
明
し
た
専
門
性
ユ
ニ
ッ
ト
・

志
向
性
ユ
ニ
ッ
ト
の
選
択
に
よ
り
、
自
ら
進
む
べ
き
道
を
明
確

に
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
学
科
で
は
１
年
次
か
ら
地
域
連
携
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を

実
施
し
、
５
年
生
か
ら
１
年
生
ま
で
の
学
年
縦
断
型
の
チ
ー
ム

編
成
に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ

の
中
で
上
級
生
は
下
級
生
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の

技
術
を
さ
ら
に
高
め
、
逆
に
下
級
生
は
将
来
の
立
場
を
意
識
し

て
学
修
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
電
子
機
械
工
学
科
・
制
御
情
報
工
学
科
は
、
比

率
は
違
え
ど
電
気
電
子
、
機
械
、
情
報
の
学
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
入
学
を
考
え
る
中
学
生
や
親
御
さ
ん
、
先
生
た
ち

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
違
い
が
分
か
り
づ
ら
い
、
ど
ち

ら
の
学
科
に
向
い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
と
言
っ
た
意
見

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
中
心
と

す
る
第
４
次
産
業
革
命
が
進
む
中
、
両
学
科
の
学
生
が
共
通
的

に
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

判
断
す
る
と
、
今
回
の
新
学
科
立
ち
上
げ
は
必
須
の
流
れ
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
は
取
り
組
め
な
か
っ
た
、
複
合
・
融
合
分
野

へ
の
挑
戦
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
で
に
入
学
し
て
い
る
学
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
新

学
科
の
開
設
は
大
い
に
影
響
の
あ
る
こ
と
で
す
。
工
業
系
の
皆

さ
ん
は
後
期
か
ら
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
１
年
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
商
船
学
科
の
皆
さ
ん
も
、
海
洋
系
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
一
緒
に
勉
強
し
て
も
ら
う
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。

新
入
生
は
も
ち
ろ
ん
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
生
、
近
隣

の
方
々
、
教
職
員
の
皆
で
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
の
発
展
に

一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

専
門
性
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
は
、
将
来
就
く
仕
事
に
お
け

る
技
術
的
分
野
で
あ
り
、
開
設
当
初
は
以
下
の
６
つ
を
用
意

し
ま
す
が
、
時
代
や
地
域
の
要
請
に
合
わ
せ
て
変
更
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
志
向
性
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
将
来
就
く
職
業
に
お
け

る
職
種
の
基
盤
を
身
に
付
け
る
も
の
で
す
。
技
術
者
と
い
う

と
、
開
発
・
設
計
職
が
多
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
生
産

現
場
の
管
理
や
顧
客
対
応
な
ど
様
々
な
職
種
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
合
わ
せ
た
知
識
・
技
術
を
修
得
可
能
に
し
ま
す
。
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私
は
ト
ビ
タ
テ
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
い

う
の
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
、project 

abroad

と
い
う
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
通
し
て

２
週
間
タ
イ
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
い
き

ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
海
洋
環
境
保

護
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
主
な
活
動
で
し

た
。
海
洋
環
境
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
ダ
イ

ビ
ン
グ
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

私
達
の
生
活
が
海
洋
に
及
ぼ
し
て
い
る
害
を

知
る
た
め
に
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
マ
リ
ン
バ
イ
オ

ロ
ジ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
の

施
設
で
は
海
洋
生
物
に
関
す
る
調
査
や
保
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
が
見
せ
て
頂
い
た
と

こ
ろ
に
は
多
く
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
保
護
、
飼
育

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
甲
羅
が
潰
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
、
脚
が
３
本
し
か
な
い
、
甲
羅
に
穴

が
空
い
て
し
ま
っ
た
カ
メ
な
ど
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
人
以
外
の
生
物

が
過
ご
し
や
す
い
と
思
え
る
環
境
に
す
る
た

め
に
ビ
ー
チ
清
掃
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
密
集

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
広
い
と
こ
ろ
へ
植
え

替
え
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
は
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、

韓
国
、
香
港
な
ど
世
界
各
国
か
ら
人
々
が
集

ま
り
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
活
動
中
は
英
語

が
主
で
し
た
が
、
街
中
に
出
る
と
英
語
は
ほ

と
ん
ど
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
タ
イ
語

は
全
く
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
タ
イ
人
は

と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
臆
す
る
こ
と
な

く
買
い
物
や
食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、

自
分
の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
糧
と
し
て
、
夢
に
向
か
っ
て
勉

学
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
終
え
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
３
年

後
藤
　
徳
子

私
は
夏
休
み
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
鳥
羽
丸
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
学
生
た
ち
と
前
半
は

鳥
羽
丸
実
習
や
伊
勢
、
鳥
羽
へ
観
光
に
行
っ

た
り
、
後
半
は
名
古
屋
科
学
館
や
水
族
館
な

ど
の
観
光
を
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
特

に
鳥
羽
丸
実
習
を
メ
イ
ン
と
し
た
も
の
で

す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
学
生
も
海
事
系
の
学
科

で
、
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ス
と
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

の
学
生
が
鳥
羽
に
来
ま
し
た
。
私
は
エ
ン
ジ

ン
コ
ー
ス
な
の
で
エ
ン
ジ
ン
の
学
生
さ
ん
に

混
じ
っ
て
実
習
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
英
語

ば
か
り
だ
と
難
し
い
で
す
。
私
は
特
に
英
語

の
リ
ス
ニ
ン
グ
が
苦
手
で
結
構
苦
労
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
積
極
的
に
話
し
か
け

れ
ば
ち
ゃ
ん
と
答
え
て
く
れ
る
し
、
向
こ
う

か
ら
も
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
外
国
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
英
語
が
大
切
で

す
が
、
積
極
性
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
海
外
に
い
っ
た
こ
と
な

い
人
で
も
外
国
人
に
関
わ
れ
る
い
い
機
会
だ

と
思
う
し
、
た
く
さ
ん
友
達
が
で
き
ま
す
。

外
国
人
と
話
す
こ
と
は
実
際
に
ど
ん
な
感

じ
な
の
か
体
験
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た

で
す
。
是
非
来
年
も
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

Ｓ
Ｍ
Ａ
鳥
羽
丸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

参
加
し
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
３
年

篠
原
　
幸
亮
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私
た
ち
制
御
情
報
工
学
科
四
年
生
は
10

月
11
日
か
ら
10
月
13
日
に
か
け
て
、
工
場
見

学
に
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
「U

L Japan

株
式
会
社
」、

「
キ
ク
カ
ワ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ス
株
式
会
社
」

を
見
学
し
ま
し
た
。U

LJapan

で
は
、
私

た
ち
が
普
段
使
用
す
る
電
気
機
器
の
電
磁
波

へ
の
耐
性
を
計
測
す
る
建
物
を
見
学
し
、
キ

ク
カ
ワ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ス
で
は
、
木
材
加

工
機
械
の
製
造
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
「Yahoo

株
式
会
社
」、「
ネ

オ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
」
を
見
学
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
の
企
業
も
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
仕
事
を
主
と
し
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
マ

の
方
々
が
働
い
て
い
る
様
子
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

３
日
目
は
「
ヤ
ク
ル
ト
富
士
裾
野
工
場
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
普
段
飲
用
し

て
い
る
ヤ
ク
ル
ト
社
の
製
品
が
作
ら
れ
る
工

程
を
見
学
し
ま
し
た
。

工
場
見
学
を
終
え

て
、
様
々
な
分
野
で

働
い
て
い
る
方
々
の

様
子
を
見
学
し
大
き

な
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
就
職
活
動

に
活
か
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
松
阪
ク
ラ

ス
タ
ー
と
味
の
素
の
工
場
へ
行
き
ま
し
た
。

松
阪
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
私
が
中
学
生
の
時
に
松

阪
に
飛
行
機
の
部
品
を
作
る
工
場
が
で
き
る
と
聞
い

て
将
来
は
そ
こ
へ
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
見
学
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
工
場
で

作
っ
て
い
た
の
は
主
翼
の
部
品
で
、
大
き
な
金
属
の

塊
が
機
械
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
の
形
に
削
り
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
削
り
出
す
ま
で
に
は
短
く
て
も

10
時
間
、
長
い
も
の
で
は
１
日
か
か
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
工
場
で
は
た
く
さ
ん
の
人

が
一
つ
の
作
業
を
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
実
際
は
一
人
で

い
く
つ
か
の
作
業
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
作
業
を
ロ

ボ
ッ
ト
が
担
当
し
て
い
て
、
部
品

の
運
搬
も
無
人
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
し

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

味
の
素
で
は
本
だ
し
の
製
造
過
程
を
見
学
し
ま

し
た
。
工
場
の
入
口
は
２
重
構
造
で
、
１
つ
目
の
扉

を
閉
め
な
い
と
２
つ
目
の
扉
を
開
け
ら
れ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
て
衛
生
面
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
っ
て
い
ま
し

た
。
工
場
の
敷
地
面
積
は
と
て
も
広
く
、
従
業
員
の

方
は
自
転
車
で
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

見
学
前
は
工
場
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て

い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
具
体
的
な
作
業
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
８
月
30
日
と
31
日
の
二
日
間
、
学

生
会
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
参
加
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上
（
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
）
を
目
的
と
し
、
行
わ
れ
て
い

る
学
校
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

初
日
は
「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
メ
ン
タ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
部
活
動
代
表
、
学
生
会
の
低
学
年

の
役
員
に
部
費
配
分
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ん

で
も
ら
う
た
め
、「
学
生
会
則
・
学
生
会
諸

規
則
に
基
づ
く
部
活
動
の
事
務
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
犬

山
城
へ
行
き
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
学
生
間

の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

は
、
他
の
人
と
物
事
の
見
方
、
考
え
方
の
違

い
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
沢

山
の
人
の
意
見
を
取
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
体
験
が

で
き
る
行
事
は

今
後
も
続
け
て

ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ

の
経
験
を
、
今

後
の
学
生
会
活

動
で
活
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

工
場
見
学
を
終
え
て

制
御
情
報
工
学
科
４
年
　
鳥
山
　
渉

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て

電
子
機
械
工
学
科
２
年
　
北
村
　
優
成

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
５
年
・
学
生
会
長
　
中
村
　
知
華

鳥
羽
丸
は
、
２
０
１
８
年
５
月
７
日
（
月
）
～

10
日
（
木
）
の
商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
５
年
生
の

実
習
航
海
に
お
い
て
、
和
歌
山
県
日
高
港
に
初
入

港
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鳥
羽
商
船
高
専
と

和
歌
山
工
業
高
専
間
に
お
け
る
包
括
連
携
事
業
の

皮
切
り
と
し
て
、
鳥
羽
丸
が
向
か
っ
た
も
の
で
す
。

５
月
７
日
関
係
者
に
見
送
ら
れ
鳥
羽
池
の
浦

を
出
港
、
当
日
太
平
洋
は
海
上
荒
天
で
し
た
が
、

学
生
主
体
で
航
海
当
直
を
続
け
、
翌
朝
予
定
通
り

日
高
港
に
入
港
い
た
し
ま
し
た
。

入
港
後
に
は
「
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
行
わ
れ
、

地
元
幼
稚
園
児
や
小
中
学
生
及
び
関
係
者
を
鳥
羽

丸
に
お
招
き
し
て
、
船
内
一
般
公
開
及
び
体
験
航

海
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
学
生
は
、

和
歌
山
工
業
高
専
の
学

校
見
学
や
学
生
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
航
海
で
鳥
羽

丸
は
「
御
坊
市
等
の
防

災
担
当
者
と
の
災
害
時

相
互
協
力
の
意
見
交

換
」、「
２
件
の
受
託
研
究
（
和
歌
山
工
業
高
専
）」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

復
路
は
強
風
に
よ
り
、
日
高
港
出
港
が
遅
れ
た

も
の
の
、
順
調
な
航
海
を
続
け
、
５
月
10
日
関
係

者
の
出
迎
え
を
受
け
、
無
事
鳥
羽
池
の
浦
に
帰
港

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
実
習
航
海
で
、
学
生
は
貴
重
な
経
験
を
得

ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

鳥
羽
丸
の
和
歌
山
県
日
高
港
初
入
港
に
つ
い
て

鳥
羽
丸
船
長
　
齊
心
　
俊
憲
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編集後記

▼バックナンバー

電子機械工学科４年・海学祭実行委員長　　飯田　慎也

　平成最後の海学祭を 10 月 20 日、21 日に開催しました。
　昨年は台風の影響で全ての催しが中止になったため、天候が気になり何日も前から眠れませんでしたが、今回は、日焼けしてしまうほど
の晴天に恵まれた海学祭となりました。海学祭開催に至るまで、スポンサー、同窓会、教職員、学生、学生会役員など多くの方にご協力頂
いたおかけで、無事に学祭を終えることができたと思います。海学祭実行委員を代表して感謝申し上げます。
　今年の海学祭は、平成最後ということで例年より一層準備に力をいれました。広報活
動として、海学祭のポスターの掲示を伊勢市・鳥羽市の教育委員会に依頼し、市内の小
中学校に貼ってもらいました。このおかげもあり、沢山の小中学生が来場してくれました。
また、ダンスステージを音響設備抜群のライブステージに移動させたこと、模擬店クリ
ーンタイムの導入したことなど、新たなことにも取組みました。その他にも、教職員や
学生バンドのライブがあり、学校全体の盛り上がりを感じることができました。
　今年度は２、３年生が各部署のリーダーを担当しました。この経験を生かして、パワ
ーアップした第 54 回海学祭を開催できるよう、これから準備していきます。

海学祭を開催して

公開講座 ・ 出前授業実施
　本校では今年度も、小中学生を中心に学びの機会を提供すること・鳥羽商船の魅力を伝えることを
目的として、公開講座「サイテクランド 2018」及び「小学生のためのバレーボール教室」を実施し
ました。台風の影響により中止または延期となった講座もありましたが、今年度は昨年度よりも講座
数を増やし様々な分野で実施し、伊勢・鳥羽・志摩地区を中心に約 200 名（申込み約 300 名）の小中
学生に参加いただき、各講座の受講者は講師の説明を熱心に聞き、意欲的に取り組んでいました。
　また、出前授業では依頼があった伊勢・鳥羽市内の小中学校等を訪問し、普段経験することができ
ない授業を体験していただきました。このほかに、鈴鹿市内の中学校２校からの依頼で「商船概論」
と「商船と船員について」の授業を行い、進路として商船学科・船に関する仕事を知っていただく良
い機会となりました。

　学校だよりの第 89 号では、進路状況、学生の課外活動での活躍、新学科の設立などの記事
を掲載しました。執筆してくださった皆さんに感謝いたします。
　学生の活躍は目覚ましく、記事の選択に迷った程でした。新学科の設立は、直接には関係
ない方が多いとは思いますが、周りの方への宣伝をお願いいたします。	 （宮﨑記）

公開講座一覧　サイテクランド in 鳥羽商船高専　 出前授業

講　座　名　称 開　催　日　時

船員の仕事 in 鳥羽商船（鳥羽クルーズ） 台風接近により中止（７月28日（土））

ソーラーで動くおもちゃ工作 ８月 ８ 日（水）

レーザー加工機を用いてオリジナルグッズを作ろう ８月 16 日（木）

IchigoJam でマイコンプログラミング
（U16 プログラミングコンテスト三重大会事前講習会）

８月 19 日（日）
８月 20 日（月）

おもしろ理科実験 ８月 20 日（月）

ロボットを制御する電気回路を作ろう ８月 22 日（水）

3D プリンタでオリジナルグッズを作ってみよう ８月 24 日（金）

簡易ウェーブマシンを作って波の性質をみてみよう ８月 28 日（火）

クリップモーターでＥＶ（電気自動車）を走らせよう ８月 28 日（火）

振動型マイクロ発電機を作ってＬＥＤを光らそう ８月 29 日（水）

電気を測ってオームの法則を確認しよう ８月 29 日（水）

小学生のためのバレーボール教室 10 月 ６ 日（土）

講　座　名　称 開　催　日　時

商船概論 ６月 12 日（火）

オリジナルうちわ作り ８月 10 日（金）

商船と船員について 10 月 11 日（木）

ＬＥＧＯ　初級 11 月 ３ 日（土・祝）

ロボット教室 11 月 ３ 日（土・祝）

オリジナル下敷き作り 11 月 ７ 日（水）

ＬＥＧＯ　初級 １月 27 日（日）※予定


